
「
信
」
と
「
行
」

定
光
寺

乙
川
文
英

平
成
二
十
五
年
九
月
十
七
日

加
茂
法
話
会

宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト

あ
る
映
画
評
か
ら

正
統
派
ヒ
ー
ロ
ー
も
の
を
「
か
っ
こ
い
い
」
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
作
り
手

が
そ
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
か
っ
こ
よ
さ
の
本
質
を
理
解
し
て
、
そ
の
か
っ
こ
よ
さ
を
作
り
手
自
身
が

信
じ
て
い
る
こ
と
が
大
事
。

威
儀
・
作
法

『
正
法
眼
蔵
』
お
よ
び
『
伝
光
録
』
に
お
け
る
「
仏
弟
子
」
の
定
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、

そ
こ
に
は
、
釈
尊
の
教
え
を
正
し
く
受
け
継
い
だ
者
と
い
う
広
義
の
位
置
づ
け
の
上
に
立
ち
つ

つ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
、
仏
道
修
行
者
と
し
て
の
威
儀
作
法
を
正
し
く
伝
え
る
実
践
者
へ
と
絞
り

込
ん
で
ゆ
く
と
い
う
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
石
井
清
純
「
初
期
曹
洞
宗
に
お
け
る

仏
弟
子
の
自
覚
と
羅
漢
供
養
」『
日
本
佛
教
学
会
年
報
七
八
号
）

正
伝

遠
い
過
去
の
祖
師
方
の
伝
承
を
直
接
見
聞
き
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
確
か

に
正
法
の
伝
授
が
あ
っ
た
と
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分
自
身
と
直
接
の
師
匠
と
の
間
に
行

わ
れ
た
法
の
受
授
を
、
自
ら
の
体
験
と
し
て
確
定
し
、
そ
れ
を
自
己
の
信
念
の
上
に
、
七
仏
ま

で
遡
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
連
綿
と
続
く
正
法
の
伝
承
の
証
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。（
石
井
前
掲
論
文
）

お
す
す
め
講
演
会

「
い
の
ち
を
み
つ
め
て:

芝
居
「
釈
迦
内
柩
唄
」
と
出
逢
っ
て
～
お
し
ば
い
と
お
は
な
し
」

講
師

有
馬
理
恵
氏

日
時

十
月
九
日
（
水
）
午
後
六
時
三
十
分
開
場
、
午
後
七
時
開
演

会
場

三
条
市
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
三
条
市
元
町
一
三
ー
一
）

料
金

無
料

主
催

三
条
市
仏
教
会

問
い
合
わ
せ

〇
八
〇
ー
三
〇
八
八
ー
二
三
四
四

「
う
た
か
た
り
」

講
師

天
野
高
雄
師
・
小
林
啓
子
氏

日
時

十
月
十
三
日
（
日
）
午
後
六
時
三
十
分
開
場
、
午
後
七
時
開
演

会
場

東
龍
寺
（
田
上
町
田
上
乙
一
三
七
四

〇
二
五
六
ー
五
七
ー
三
三
九
五
）

料
金

無
料

主
催

田
上
町
仏
教
会

問
い
合
わ
せ

〇
二
五
六
ー
五
二
ー
四
〇
六
一
（
宗
慶
寺
）

五
泉
（
十
三
日
午
後
一
時
三
十
分
）
、
胎
内
（
十
四
日
午
後
一
時
三
十
分
）
、
村
上
（
十
四
日
午

後
七
時
）、
新
津
（
十
五
日
午
後
一
時
三
十
分
）
公
演
も
あ
り
ま
す
。


